
マンション　復旧・再生費用（２０２５年１１月１３日掲載）

誰の負担かはケースバイケース

【質問】

　先日、私の住む分譲マンションの壁の一部が崩れていることが分かりました。修

理するためにはどのような手続きを取ればよいか、また、誰が費用を負担するのか、

教えてください。

【回答】

　分譲マンションの壁を修理したい場合、まずはその壁がどの部分かによって手続

きは変わってきます。共用部分の壁であれば、通常は管理費から修繕費を出して修

理することになりますので、管理組合に相談をすることになります。

　他方で、専有部分の壁（壁など躯体にかかわる部分は正確には専有部分には含ま

れませんが、便宜上こう表現します）の場合、壁が崩れた原因がどこにあるものな

のかによって変わってきます。住人自身の過失により壁に損傷が生じた場合は、当

該住人の負担で修繕をすることになるでしょう。もっとも、分譲マンション購入時

点で崩れていた場合など、住人の関与しないところで発生していた場合には、売主

に対して、修繕を求めたり損害賠償を請求したりすることができます。

　そのような場合、必要に応じて弁護士に相談するなどの対応が求められることに

なります。建築紛争は専門的な知識が必要になりますので、建築士など法律以外の

専門家の関与が必要になることもあります。たとえば、購入時点では損傷がみられ

なかったものの、設計のミスが原因でしばらくたってから壁に損傷が生じた場合な

どは、損傷の原因を突き止めるために、建築の専門家の関与が欠かせません。

　いかなる個所について、いかなる原因によって生じた損傷なのか、速やかに確定

して、適切な手続きを取る必要がありますので、損傷が分かった時点で早めに弁護

士などに相談していただきたいと思います。

（弁護士　中山良平）

　


